
 

 

【２０１８．４．２発信：ＶＯＬ．１１】 

 

ＶＯＬ．１１は、以下の内容でお届けします。 

 ■ 春の訪れ     参議院議員 進藤金日子(かねひこ) 

 ■ 平成 30年度予算が成立、効率的かつ効果的な執行を 

 ■ 水産加工業施設改良資金融通臨時措置法の一部を改正する法律案が成立 

 ■ 提出法案の審議が国会において本格化 

 ■ ファームステイ（農泊）推進議員連盟（略称：農泊議連）が発足 

 ■ 活動状況（2018.3.1～3.31） 

  

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  

■ 春の訪れ 

 参議院議員 進藤金日子(かねひこ) 

  

 厳しかった寒さも峠をこえ、全国各地から春の訪れが聞こえてきます。 

 私の出身地の秋田はまだ雪が残っており、桜の開花にはほど遠いのですが、 

国会周辺の憲政記念館や千鳥ヶ淵では例年より早く桜の開花が見られます。 

 桜が咲く春の訪れの時期は、別れと出会いの季節です。新たな門出を迎え 

られた方、転勤をされた方など、新しい環境の中で不慣れなことも多いと 

思いますが、くれぐれも健康に留意され、新たな気持ちで頑張りましょう。  

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

   

■ 平成 30年度予算が成立、効率的かつ効率的な執行を 

  

 森友問題等で参議院の予算委員会審議も一時停滞しましたが、３月２８日に 

国民生活に不可欠な平成３０年度予算が成立しました。 

 農林水産関係では、農林水産業の成長産業化と美しく活力ある農山漁村を実 

現するため、農林水産業・地域の活力創造プランに基づく農政改革等の着実な 

実行に必要な予算が重点的に措置されています。 

 これから予算の執行となります。まだまだ不足している地域もあると思いま 

すが、各事業主体の皆様におかれましては、それぞれ創意工夫をしながら、 

大切な予算を効率的かつ効果的に執行して頂きますようお願いします。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

  

■ 水産加工業施設改良資金融通臨時措置法の一部を改正する法律案が成立 

  

 本法案は、水産加工業者等が行う、水産加工品の製造・加工のための施設の 

整備等を支援するため、(株)日本政策金融公庫が貸付業務の特例として長期・ 

低利の資金を貸付けできるよう、法律の有効期限を 5年間（平成 35年 3月末 

まで）延長することを内容とするもので、3月 30日に可決成立しました。 

水産業の成長産業化を図るため、本法律も活用して頂ければと考えています。 

水産業においては、水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化を両立させ、 

漁業者の所得向上を目指していくことが求められています。規制改革推進会議 

水産 WT等においても様々な議論がなされていますが、現場の声を大事にしな 

がら水産日本の復活に向け努力して参ります。 



 

 

是非、ご意見等をお寄せください。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

  

■ 提出法案の審議が国会において本格化 

  

 今国会に農林水産省から９本の法案が提出されています。日切れ法案の水産 

加工業施設改良資金融通臨時措置法の一部を改正する法律案は既に成立しまし 

たが、他の法案については現在衆議院及び参議院においてそれぞれ審議されて 

います。 

※農林水産省からの提出法案の概要は以下のアドレスから参照してください 

http://www.maff.go.jp/j/law/bill/196houritsu/index.html 

  

 また、国土交通省からは、公共事業等の事業遂行上支障が生じている所有者 

不明土地の取扱いについて「所有者不明土地の利用の円滑化等に関する特別措 

置法案」が提出されています。 

 ※法案の概要は以下のアドレスから参照してください。 

http://www.mlit.go.jp/policy/file000003.html 

  

 その他、働き方改革、人づくり革命、生産性革命、地方創生等を推進するた 

めの関係法案が各省庁から提出されています。（詳細は各省庁のホームページを 

参照してください。） 

  

 いずれの法案も、国民生活に不可欠な法案ですので、成立に向け努力して参り 

ます。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

  

■ ファームステイ（農泊）推進議員連盟（略称：農泊議連）が発足 

 ３月１３日、自民党本部で多くの国会議員の皆様が出席する中、農泊議連の設 

立総会が開かれました。 

 本議連は、我が国の歴史や伝統文化などの地域資源を活かした農山漁村滞在型 

旅行等ファームステイ（農泊）に関連した各種施策を強力に推進することにより、 

農家の所得向上を図り、もって地域の活性化、真の地方創生を実現していくこと 

を目的として設立されました。 

議連の最高顧問には二階俊博自民党幹事長が、顧問には菅 義偉内閣官房長官 

が、会長には林 幹雄自民党幹事長代理が就任され、私も事務局長を仰せつかり 

ました。 

農泊を農山漁村地域全体の活性化を図る手段の一つとして持続的に実施でき 

るよう、私も精一杯取り組んで参ります。 

  

 ※設立の趣旨は以下のアドレスから参照願います。 

 （設立趣意書）http://www.shindo-noson.jp/HotNews/HN04VOL11/Hotnews04.html 

※pdf について について は、 以下から入手して下さい。 

http://www.shindo-noson.jp/info/VOL11NouhakuShuisho.pdf 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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